
（別紙）

タイプフェイス目録
1．ロゴG

タイプフェイス日録

1．ロゴG

本タイプフェイスの創作の基本思想は、文字を組むだけでロゴタイプになるように、文字

の個性及びデザイン性を強調することにある。特に現代メディアの文字環境（特にディス

プレイ画面等における表象）に適合させるため、可読性よりも、一文字一文字の美、文字

組みしたときの誘目性（視覚的に誘う、注意を引きつける）に重点を置いている。原告が

手がけたディスプレイ書体第1号である。

造形上の京大の特徴は、文字エレメント（文字の構成要素）の先端部を水平・垂掛こ揃え、

かつすべての文字の量感を一定にしたことである。

従来の明朝体、ゴシック体などの本文用書体では、日本古来の伝統的な書の造形に則し、

筆のトメやハライという筆の力が溜まる部分を少し大きく強調すること、及び、筆運びの

画数によって文字の大小を変えるなどの慣習に合わせることによって、文章の可読性を第

一に考えた造形がなされており、書体自体の個性をできる限り消去する造形が採用されて

いる。

これに対し■て、ロゴGでは、このような可読性を第一とする本文用書体における伝統的な

視覚調整を一切排除している。すなわち、筆のトメやハライなどの微妙な差異表現を消去し、

ふところ（文字の内側のスペース）を大きく大胆に取るとともに、曲線部ではゆるやかなカー

プを採用し、さらにエレメント（はね、ハライ、トメなどの部分）の接近や交差をできる

だけ減らす工夫を行うことによって、極めて個性的かつ美的特性の高い造形が実現されて

いる。

また、文字組した時、仮名、英・数字、漢字などの文字種によって、文字の大きさ、天地（上

下の高さ）に相違が生じないようにしている。この天地を揃えた造形が、文字の量感を一

定にしロゴタイプのように見える大きな要因であり、ロゴGの造形における重要な特徴と

なっている。

文字の太さによって、LighL Medium、Bold、Extra、Ultraの各5タイプが存在する・
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亜
渥
綾秦

あい∋元お印さく■ロご
こし召ロそたちつこど
なにぬ指のlさびぶペlぎ

アイワエ舛ガギクブコ
ワシスセリタ芽ヅ芋ド
ブ＝ヌネノバピコペポ

可衰愛持婚達嚢茜穐栗幅阿
芦
築

娃
毒
或

幡
旭
鮎

轄梓圧酌招宛姐虫【飴納
棺安層措脂案聞耳吉以

伊位條侍画素垂威尉帽蓋慰易持
白岩貝移紺績胃萎衣謂遥遠匠丼

0123456789ABCDEFGHl

abcdefghuklmngpqr等tuVW
♂♀℃￥＆＊＠§〒AAAAAJEG
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2．ロゴ丸

ロゴGの先端を丸くした書体である。創作の基本思想は、ロゴGと同じである。

文字の太さによって、Light、Medium、Bold、Extra、Ultraの各5タイプが存在する。

あいう元お印きくロご
こし召ロそだぢってピ
矧こぬ抱のlさびぶぺ眉

アイワエ刀乃ギクブコ
ウシスセリ彗ぎヅぎド
ブ＝ヨネノバピコぺポ

亜陸娃阿哀愛摸始遺棄茜穐悪捉
渥旭葦芦港持圧斡抜宛姐虫【飴細
綾鮎或粟袷安庵授偏案闇鞍吾以
伊位依偉園夷妻威尉作意慰易持
為宗異移経緯胃萎衣謂遥遠医＃

0123456789ABCDEFGHI

abcdefghuklmngpqr等tuVW

♂♀℃￥＆＊＠§〒AAAAAA：G
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3．ロゴ．rr

本タイプフェイスの創作の基本思想は、ロゴGをベースに、仮名（ひらがな・カタカナ・英数字）

にグラフィック的な処理を施し、文字組したときの誘目性をロゴG以上に追求したことにある。

造形上の特徴は、斬新な造形に加え、濁点を水平にしたことである。文字組の中に水平な濁音

が存在するだけでも読み手の注意を誘うが、他方で可読性（濁点の役目）を損なう。そこで、

清音字と重なる部分の濁点の隙間を大きく決り、又は清音字本体を大胆にカットする処理を行

うことによって、伝統的な書体にはないデザインによる造形を実現している。

可読性よりも、個性とインパクトをさらに重視したため、1文字だけを取り出すと文字として

見えないレベルまで個性を高めた文字も多数存在している。

ロゴG（親）から、わんぱくな書体として生まれたことにちなんで、商品名をロゴJr（ジュニア）

とした。（原告では、仮名に変化を加えた書体バリエーションには、「○○Jr（ジュニア）」と名

付けている）。

文字の太さによって、Light、Medium、Bold、Extra、Ultraの各5タイプが存在する。

あい∋之お口〒さくロ2
2し召ロ亡だ与コこと
切2防伯のgUぶぺ居

アイワエオカ＝ギクブコ
ヴ：ノユセソタ芽ツ宇ド
ブ＝ヌ享ノバピコぺポ

亜口亜姓阿衰璧措持運嚢茜持粟握
渥旭葦芦轄指圧拇指宛姐肛臨細
綾弥或葉桔安層措脂藁闇許否以
伊位帳信固乗妻威尉帽意思罵持
為罠翼移組繕胃芸衣詰遥遠医丼

012∋LL56789RBCD∈FGHl

ab⊂defghUHlmnpp餌芦‡uvu
♂♀℃望＆＊＠与〒RRRRR圧G
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4．ロゴ丸Jr

ロゴJrの先端を丸くした書体である。創作の基本思想は、ロゴ、Irと同じである。

文字の太さによって、LighL Medium、Bold、Extra、Ultraの各5タイプが存在する。

あい∋之お口〒きくロ2
2し古口己たち⊃こと
は12仏伯のぽUぶぺ居

アイワエ井野ギクブコ
ウシユセソタ亨ツヲド
ブ＝コ享／パピコぺポ

亜唖娃阿衰愛挨蛤達筆茜穐悪捉
渥旭毒芦捲持圧斡扱宛姐虫亡飴細
綾鮎或粟袷安庵授臆案闇鞍喜以
伊位依偉画素委威尉惰意慰易椅
為宗異移経緯胃萎衣謂遥遠医丼

012∋u56789RBCD∈FGHJ

ab⊂defghijトくImnppq「声fuuu

♂♀℃呈＆＊＠与〒RRRRR疋G
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5．ラインG

本タイプフェイスの基本思想は、全ての字種のエレメントを直線のみで構成したことである。

直線のみで構成した和文初のタイプフェイスである（従来の和文において曲線なしで表示さ

れたタイプフェイスは存在しない）。

曲線を排除することによって可読性は低下するが、あえてかかる個性的なデザインを用いる

ことによって、シンプルで力強い表情が生まれ、見る人の好奇心や興味を引き出すことがで

きるという特徴を有する。

シンプルを極める直線だけで文字を構成するためには、本来交差する線又は連続する線を一

皮分離し、連続して見えるよう造形を技術的に処理することが必要である。

文字の太さによって、Light、Medium、BDld、Extra、Ultraの各5タイプが存在する。

示しl∃扁品口てぎ⊂ づ＝
コ」日口亡だヨつてピ
侶 こ血相m 岩Uヨ7「E眉

フ十ウエ打竹羊ウ廿コ
廿日ス亡ソ甘薯悪事ド
ゴ＝ヌネ′llピコ咋ポ

亜m亜聾壬阿衰舜摸娼達葵茜持烹握
泥旭葦芦捲梓圧斡塀苑姐虻飴紺
ほ鮎或薬指宍指摘指案闇腰吉以
伊Ⅲ佑信圃夷幸威尉一帽意思罠精
為畏貝移紺拓胃案衣講遥遠匡丼

口12ヨリ567日ヨRB⊂DEF【；ト＝

ヨbEdEfヨhUklm叩pq口許UV山
♂♀ロ［￥昆＊回S〒RRRRRFEE
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